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２
０
２
２
年
度
か
ら
、
小
学
校
の
高
学
年
に
お
い
て

「
教
科
担
任
制
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

も
私
立
校
や
一
部
の
学
校
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
導
入
に
よ
っ
て
、全
国
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、導
入
の
背
景
と
概
要

を
解
説
。
ま
た
、文
部
科
学
省
の
決
定
に
先
駆
け
て

実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
兵
庫
県
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

特集

「
教
科
担
任
制
」の
現
状
と
課
題

取材・文●甲斐ゆかり（サード・アイ）｜イラスト●あきんこ

教
科
担
任
制
が

導
入
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

　

文
部
科
学
省
（
以
下
「
文
科
省
」）
は
、
２

０
１
９
年
に
中
教
審
に
諮
問
し
た
「
新
し
い
時

代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
」
の
審
議
状
況

を
踏
ま
え
、
２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
高
学
年

か
ら
の
教
科
担
任
制
の
推
進
に
つ
い
て
「
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
科
担
任
制
の
在
り

方
に
対
す
る
検
討
会
議
」
で
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
１
月
の
中
教
審
答
申
「『
令
和

の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
」

を
踏
ま
え
、
文
科
省
は
２
０
２
１
年
７
月
、
２

０
２
２
年
度
を
め
ど
に
小
学
校
高
学
年
か
ら
の

教
科
担
任
制
の
本
格
的
な
導
入
が
必
要
と
す
る

報
告
を
公
表
し
ま
し
た
。
報
告
に
は
、
教
科
担

任
制
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
に
よ
り
、
授

業
の
質
の
向
上
、
学
習
内
容
の
理
解
度
・
定
着

度
の
向
上
、
小
・
中
学
校
間
の
円
滑
な
接
続
、

多
面
的
な
児
童
理
解
、
教
師
の
負
担
軽
減
な
ど

が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
の
実
情
等
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、

各
自
治
体
教
委
の
主
導
に
よ
り
全
国
で
教
科
担

任
制
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

教科担任制では１人の教員が特定の科目を担当し、複数の学級で指導することになる。

校時 教科 教員 担当

1 国語 ６年１組の学級担任 ６年全学級の国語

2 算数 ６年２組の学級担任 ６年全学級の算数

3 体育 ６年３組の学級担任 ５・６年全学級の体育

4 理科 理科の専科指導教員 ５・６年全学級の理科

5 社会 ５年２組の学級担任 ５・６年全学級の社会

6 外国語 外国語の専科指導教員 ３〜６年全学級の外国語

●６年１組の１日の時間割のイメージ（３学級規模の場合）

小
学
校
で
の

教
科
担
任
制
の
概
要
は

　

基
本
的
に
は
学
級
担
任
制
を
と
っ
て
き
た
と

は
い
え
、
実
技
教
科
な
ど
は
専
科
教
員
が
指
導

し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
加
え
文
科
省
は
、
新
た
に
専
科
指
導
の
対
象

と
し
て
、
外
国
語
・
理
科
・
算
数
・
体
育
を
優

先
的
に
対
象
教
科
に
指
定
し
ま
し
た
。
報
告
で

は
、
系
統
的
な
学
び
や
小
・
中
学
校
の
円
滑
な

接
続
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専

科
指
導
の
教
員
の
専
門
性
を
担
保
す
る
た
め
、

中
学
校
・
高
校
の
免
許
状
の
所
有
者
で
あ
る
こ

と
や
、
教
科
研
究
会
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
適
用
要
件
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
具
体
的
に
教
科
担
任
制
を
実
現
す
る

に
は
、
学
校
の
規
模
や
教
員
の
配
置
状
況
に

よ
っ
て
導
入
の
仕
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
た
と
え
ば
ク
ラ
ス
担
任
同
士
が
授
業
を

交
換
し
た
り
、
専
科
教
員
の
配
置
を
工
夫
し
た

り
し
て
、
時
間
割
を
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
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取
り
組
み
一
年
目

予
想
さ
れ
る
課
題
は

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
小
学
校
高
学
年
か

ら
の
教
科
担
任
制
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
学
校
規
模
の
違
い
に
よ
っ
て
、
教

科
担
任
制
の
実
現
度
合
い
に
差
が
出
る
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
複
式

学
級
を
含
む
６
学
級
以
下
の
小
学
校
は
全
国
に

約
６
２
０
０
校
あ
り
、
こ
れ
は
全
体
の
約
３
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
２
学
年
合
わ
せ
て
16
人
以

下
の
複
式
学
級
は
約
４
５
０
０
学
級
で
、
こ
れ

ら
の
学
級
で
い
か
に
教
科
担
任
制
を
進
め
て
い

く
の
か
が
問
わ
れ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
時
間
割
編
成
が
複
雑
化
し
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
、
先

行
事
例
に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
材
不
足
も
問
題
で
す
。
中
・
高

の
教
員
免
許
で
は
原
則
的
に
小
学
校
で
教
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
小
学
校
の
専
科
教
員

と
し
て
は
採
用
で
き
ず
、
教
員
免
許
の
制
度
や

教
員
養
成
の
あ
り
か
た
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

学
級
運
営
の
面
で
は
、
担
当
す
る
学
級
の
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間
が
大
幅
に
減
る
こ
と

も
あ
り
、
日
々
の
学
習
や
生
活
の
様
子
を
細
か

く
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
不
安
を
感

じ
る
教
員
も
多
く
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
教
科

担
任
制
へ
の
理
解
を
求
め
る
た
め
に
保
護
者
へ

の
き
め
細
か
い
情
報
公
開
や
説
明
が
必
要
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
次
の
ペ
ー
ジ
で

は
先
行
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

3 4

1 2

▼導入の仕方

▼導入のねらい

学級担任に専科教員を加配すること
で対応する。

学級担任 ＋ 専科教員
の加配

追 加
学年内や学校内で、担任が受け持ち
の授業を交換し合うことで対応する。

学級担任 学級担任

交 換
地域内の小・中学校間で教員を交換
することで対応する。

学級担任 近くの中学校や
小学校の教員

連 携
学級担任と専科教員が一緒に授業を
行うことで対応する。

●対象となる教科は外国
語・理科・算数・体育となり、
専門性をもった教師による
きめ細かな指導と、中学校
の学びに結びつく系統的な
指導の充実を図るため、こ
の4教科について優先的に
専門指導の対象とする。

学級担任 専科教員

チーム・ティーチング

複数教師による多面的な児童理解 教師の負担軽減

授業の質の向上による
児童の学習内容の理解度・定着度の向上 小・中学校間の円滑な接続

教科担任制の概要

複数教師が子どもに関わることで多面的な指導・支援が
できる。学級担任以外にも相談できる教師がいることで、
子どもの心の安定が期待される。

授業準備の効率化が図られ、働き方改革に結びつく教師
の負担軽減が期待される。

担当教科に集中して専門性を高め、深く幅広い教材研究
によって深い学びを実現するなど、授業の質の向上によ
り学力の向上が期待される。

中学校進学当初にみられる学習への戸惑いや不安（中１
ギャップ）が解消され、中学校生活へのスムーズな移行が
期待される。
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兵
庫
県
は
、
国
が
教
科
担
任
制
の
導
入
に
乗

り
出
す
前
か
ら
、
独
自
の
学
習
シ
ス
テ
ム
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
20
年
前
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
「
本
県
で
は
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

指
導
や
心
の
安
定
を
図
り
、
多
面
的
な
児
童
理

解
に
基
づ
く
指
導
な
ど
、
児
童
生
徒
の
個
性
や

能
力
の
伸
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
新

学
習
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
35

人
学
級
は
２
０
０
４
年
度
か
ら
順
次
学
年
を

追
っ
て
導
入
。
ま
た
小
学
校
高
学
年
に
つ
い
て

は
、
学
級
担
任
の
交
換
授
業
に
よ
る
教
科
担
任

制
と
少
人
数
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
「
兵
庫
型

教
科
担
任
制
」
を
２
０
１
２
年
度
か
ら
全
県
で

実
施
し
て
き
ま
し
た
（
松
尾
さ
ん
）」

　

導
入
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
小
学
校
で
は
一
般
に
学
級
担
任
制
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
級
担
任
制
は
、
児
童
の
生

活
や
学
習
の
確
立
の
た
め
の
き
め
細
か
い
指
導

が
で
き
る
の
が
特
長
で
す
。
た
だ
一
方
で
、
４

年
生
頃
を
境
に
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
の
工

夫
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
教
科
担
任
制

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
と
っ
て
教
科
担
任
制
は
、
得
意
教

科
や
専
門
性
を
活
か
し
た
教
科
の
指
導
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
授
業
負
担
の
軽
減
が
望
め
ま

す
。
一
方
子
ど
も
に
は
、
複
数
の
担
任
が
関
わ

る
こ
と
で
人
間
関
係
が
広
が
り
、
学
習
が
深
ま

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
高
学
年
の

間
で
教
科
担
任
制
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
小
・

中
学
校
間
の
円
滑
な
接
続
も
可
能
に
な
り
ま
す

（
藤
本
さ
ん
）」

　

実
際
に
導
入
し
て
み
て
、
子
ど
も
た
ち
の
反

応
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

小学校高学年からの教科担任制の概要を踏まえ、
ここでは、以前から改革に取り組んできた

自治体の例を見ていきます。

先進事例に学ぶ
兵庫県の場合松尾 吉晃さん

藤本 晋平さん

兵庫県教育委員会事務局　義務教育課　
主任指導主事兼初等・中学校教育班長

兵庫県教育委員会事務局　義務教育課
指導主事

Matsuo Yoshiaki

Fujimoto Shimpei

お話をうかがったのは

1999 
（平成11年度）

「新たな学習システムの在り方等に関する調査研究会」
の設置

2000
（以下年度）

「新たな学習システム研究協力校」において実践研究を
実施（県内46校）

2001

新学習システムの実施（小学校関係分）�
①小学校低学年における複数担任制の導入
②�小学校・中学校における少人数授業などきめ細かな
指導の推進

③�小学校高学年における教科担任制の導入と少人数授
業などきめ細かな指導

2004
推進内容の変更（35人学級）�
35人学級編制の調査・研究を１年生で開始

2006 35人学級編制の調査・研究を２年生に拡大

2007 35人学級編制の調査・研究を３年生に拡大　

2008 35人学級編制の調査・研究を４年生に拡大

2009

推進内容の変更（「兵庫型教科担任制」） 
「兵庫型教科担任制」の実践研究を実施（実践研究校
113校）
➡兵庫型教科担任制と少人数授業の選択

2010 実践研究を拡充（実践研究校261校）

2012 兵庫型教科担任制の全県実施

2021 新学習システムあり方検討委員会の設置　

2022 兵庫型学習システムを導入

⃝兵庫県　新学習システムの歩み●推進内容（小学校）

A

B

C

E

D

教科担任（算数・理科・体育）

教科担任（外国語）

複式学級の指導体制

35人学級編制

少人数授業

学習が高度化する小学校高学年において、専門性の高い教科指導
を行い、指導体制の充実を図る。

外国語科及び外国語活動の効果的な指導方法について研究する
とともに、指導体制の充実を図る。

複式学級のシステム上、指導が困難な学年・教科の学習指導の充
実を図り、教育課程の適切な実施を図る。

１学級が35人を超える学級集団を分割し、学習指導の充実や基
本的な生活習慣の確立を図る。

児童の発達段階や学習状況、学習内容に応じて、教員の協力指導
（同室複数指導）や、少人数学習集団の編成（少人数指導）により、
学習・生活習慣を確立させ、学力の定着や個性の伸長を図る。（小
学校５・６年生での活用を基本とする。）
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「
２
０
１
２
年
に
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

８
割
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

『
い
ろ
ん
な
先
生
に
相
談
で
き
る
の
で
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
』『
い
ろ
ん
な
先
生
か
ら
励
ま
さ
れ
、

認
め
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
た
』
と
い
っ
た
反

応
が
あ
が
り
ま
し
た
ね
。
保
護
者
か
ら
の
反
応

も
お
お
む
ね
好
感
触
で
し
た
（
松
尾
さ
ん
）」

　

今
回
、
兵
庫
県
の
実
践
を
国
が
後
か
ら
追
う

形
で
教
科
担
任
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
何
か
変
化
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
こ
れ
ま
で
県
で
は
、
学
級
担
任
に
よ
る
教

科
担
任
制
に
加
え
、
加
配
の
先
生
を
使
っ
て
少

人
数
授
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
国
の

35
人
学
級
編
制
の
導
入
や
高
学
年
の
教
科
担
任

制
の
導
入
に
あ
た
り
、
基
礎
の
先
生
や
、
専
科

の
先
生
が
増
え
る
と
さ
れ
た
一
方
で
、
加
配
の

先
生
の
一
部
が
基
礎
の
先
生
に
振
り
替
え
ら
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
本
県
の
今
ま
で

の
方
法
が
と
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
新
し
く

『
兵
庫
型
学
習
シ
ス
テ
ム
』
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
過
渡
期
で
、
兵
庫
型
の
教
科
担
任

制
の
良
さ
も
活
か
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
（
松
尾
さ
ん
）」

　

新
し
い
体
制
に
対
し
て
、
現
場
の
受
け
止
め

方
は
。

　
「
本
県
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
担
任
制
に
つ
い

て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
来
た
の
で
、
思
っ
て

い
た
よ
り
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
ま
す
。
人

員
の
確
保
や
小
規
模
校
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
先
生
方
の
負
担
が
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
専
門
性
の
高
い
授
業
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
多
面
的
理
解
や
学
力
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
（
藤
本
さ
ん
）」

国語 算数 理科 社会 体育 外国語

6年1組
担任

6年2組
担任

国語 算数 理科 社会 体育 外国語

6年1組
担任

6年2組
担任

●学級担任による交換授業を実施する場合の例  ［算数・理科・体育・外国語のうち２教科以上で教科担任を実施］

●新学習システムの評価

教科担任（算数・理科・体育）加配教員配置校

少人数授業加配教員と教科担任（外国語）加配教員配置校

他のクラスの担任に教えてもらうことについて（5・6年児童）

興味ややる気が高まった 分かる授業が増えた

（新学習システムあり方検討委員会報告書）

例）教科担任加配教員が算数・理
科・体育のいずれかを受け持ち、
学級担任による交換授業または
基礎定数の専科教員が残りの２
教科＋外国語のうち１教科以上
を受け持つことにより教科担任
を実施する。

例）教科担任加配教員が外国語を
受け持ち、学級担任による交換授
業または基礎定数の専科教員が
算数・理科・体育のうち１教科以上
を受け持つことにより教科担任を
実施する。少人数授業加配教員は
学級担任等と少人数授業を行う。

加配

加配少人数加配

少人数加配

加配

加配

そう思う

そう思う

どちらかと
いえばそう思う

どちらかと
いえばそう思う

どちらかといえば
そう思わない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない そう思わない

交換
授業

交換
授業
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続けて、「兵庫型教科担任制」がどのように実践されていったのか、
学校現場で指導にあたった先生の声をうかがいました。

現場での受け止めは
平林 千恵さん

今宮 信吾さん

学校法人大阪初芝学園　教諭

大阪大谷大学　教育学部　教授

Hirabayashi Chie

Imamiya Shingo

お話をうかがったのは

西宮市の公立小学校で教師として指導にあたり、その後同市の教育委員会で
指導主事を務める。兵庫県の「新学習システムあり方検討委員会報告書」の策
定にも参画し、現場と行政の両方を熟知。2022年から現職。

兵庫県公立小学校、神戸大学発達科学部附属住吉小学校、関西大学初等部教
諭等を歴任。プール学院大学教育学部、桃山学院教育大学人間教育学部等を
経て2021年から現職。今号の本誌でコラムの連載が始まります。

　

ま
ず
は
実
際
の
現
場
で
「
兵
庫
型
学
習
シ
ス

テ
ム
」
が
導
入
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
を
知
る
、

平
林
先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

導
入
当
初
は

戸
惑
い
も
大
き
か
っ
た

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
小
学
校
の
教
員
は
、
音
楽

の
時
間
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
ひ
と
つ
の
学
級

の
中
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
な
が
ら
指
導
を

し
て
き
ま
し
た
。
私
立
の
小
学
校
や
国
立
の
一

部
で
教
科
担
任
制
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
た
ち
の
現
場
に
導

入
さ
れ
る
と
な
る
と
、
歓
迎
よ
り
も
、
戸
惑
い

の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　

大
変
だ
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
時
間
割
を
組

む
作
業
で
す
。
ひ
と
つ
の
学
年
の
ク
ラ
ス
数
が

偶
数
で
あ
れ
ば
、
授
業
の
交
換
は
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
な
の
で
す
が
、
奇
数
ク
ラ
ス
に
な
る
と

一
転
、
至
難
の
業
と
な
り
ま
す
。
国
語
と
社
会
、

理
科
と
算
数
の
よ
う
に
、
週
当
た
り
の
コ
マ
数

が
違
う
教
科
を
交
換
す
る
の
も
大
変
で
す
。
こ

れ
に
専
科
の
授
業
が
加
わ
る
と
、
さ
ら
に
複
雑

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
運
動
会
な
ど
の
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
要
素
も
加
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
と
き
は
授
業
の
交
換
を
一
旦
停
止
し

て
、
終
わ
っ
た
ら
再
開
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
と
に
か
く
頑

張
っ
て
対
応
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

教
科
担
任
制
の

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
始
め
て

　

続
け
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
教
科
担
任
制

の
よ
さ
や
有
効
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

初
め
の
う
ち
は
、
自
分
の
ク
ラ
ス
を
他
に
任

せ
る
の
が
嫌
で
し
た
。
で
す
が
、
社
会
の
状
況

が
変
化
す
る
中
、
現
場
に
も
「
ク
ラ
ス
は
ひ
と

り
で
み
る
」
か
ら
「
ク
ラ
ス
は
チ
ー
ム
で
み

る
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
実

際
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
複
雑
な
社
会
の
中
で
生

き
て
い
く
子
ど
も
に
有
効
な
対
応
を
と
る
こ
と

が
で
き
な
い
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
、
子
ど
も
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を
他
の
先
生
が
見
て
く
れ

て
い
た
り
、
自
分
と
相
性
の
よ
く
な
い
子
ど
も

で
も
、
他
の
相
性
の
よ
い
先
生
の
も
と
で
生
き

生
き
と
で
き
る
な
ど
、
複
数
の
目
で
子
ど
も
を

見
る
こ
と
で
、
現
場
に
新
し
い
風
が
吹
き
込
ん

で
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
負
担
の
軽
減
も
よ
さ
の
一
つ
で
し
た
。

授
業
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
教
材
研
究
の
時
間

を
１
教
科
分
減
ら
せ
ま
す
。
時
間
数
と
し
て
の

空
き
時
間
が
増
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

教
材
研
究
に
注
ぎ
込
め
る
時
間
が
増
え
た
こ
と

で
、
授
業
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
保
護
者
の
反
応
は

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
お
む
ね
新
し
い
変
化
を

歓
迎
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
学
級
担
任
と
は

異
な
り
、
毎
時
間
同
じ
教
師
が
授
業
を
行
わ
な

い
の
で
、
前
の
時
間
に
少
し
嫌
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
次
の
時
間
に
別
の
先
生
か
ら
授
業
を
受

け
る
こ
と
で
気
分
転
換
が
図
れ
た
よ
う
で
す
。

「
次
の
時
間
は
○
○
先
生
だ
、
こ
わ
い
」「
理
科

は
平
林
先
生
だ
か
ら
嬉
し
い
」
な
ど
、
あ
れ
こ

れ
言
い
な
が
ら
も
、
多
く
の
先
生
に
出
会
え
る

こ
と
を
結
構
喜
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
に
対
し
て
は
、
毎
年
必
ず
、
年
度
初

め
の
「
学
校
だ
よ
り
」
で
、
複
数
の
教
師
の
目

で
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
子
ど
も
を
見
守
る
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

気
を
つ
け
て
い
た
の
は
、
教
師
間
の
指
導
の

ル
ー
ル
を
統
一
す
る
こ
と
で
す
。
授
業
に
特
色

を
出
す
の
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
し
、
む
し
ろ
ど

ん
ど
ん
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
が
、「
あ
の
先
生

は
厳
し
い
け
れ
ど
、
こ
の
先
生
は
甘
い
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
教
師
間
で
基
準
が
揺
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

「
ど
の
先
生
も
、
学
年
の
こ
と
を
同
じ
目
線
で

話
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
信
頼
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
教
員
同
士
の
つ
な

が
り
が
土
台
と
な
り
、
そ
の
上
に
子
ど
も
た
ち

が
い
る
。
そ
れ
が
「
チ
ー
ム
学
校
」
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
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兵
庫
県
は
国
に
先
行
す
る
形
で
、
少
人
数
学

級
と
教
科
担
任
制
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

文
部
科
学
省
が
行
う
と
し
た
教
科
担
任
制
に
は
、

優
先
教
科
が
設
け
ら
れ
、
授
業
の
質
的
保
障
を

盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
、
現
在
の
学
校
現
場
の
実

情
に
合
わ
な
い
面
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
規
模
に
よ
っ
て
も
、
教
科
担
任

制
に
よ
る
教
員
の
適
正
配
置
に
大
き
な
差
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
に
、
情
報

の
授
業
の
担
当
が
で
き
る
教
員
は
絶
対
的
に
不

足
し
て
い
ま
す
。
学
習
の
環
境
が
地
域
差
や
学

校
規
模
に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
の
、
法
の
整
備

や
運
用
の
工
夫
が
急
が
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

兵
庫
県
の
先
生
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
が

あ
る
た
め
、
今
回
の
変
化
に
も
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

教
科
担
任
制
の
シ
ス
テ
ム
は
難
し
く
、
理
解
す

る
の
が
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
朝
の
会
の

あ
と
、
終
わ
り
の
会
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
顔
を

合
わ
せ
な
か
っ
た
」
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
に
も
対

応
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
円
滑
に
運
用
す
る

ま
で
に
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在
り
方
と
し
て
の
理
念

に
は
賛
同
で
き
る
部
分
は
大
い
に
あ
り
ま
す
が
、

残
さ
れ
る
課
題
も
意
識
し
な
が
ら
向
き
合
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、今
宮
先
生
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

●「新学習システムあり方検討委員会報告書」研究協力校の実践から（小学校）

取り組みの成果取り組みの課題

●学級担任と加配教員が協力して、支援を要する児
童に関わる時間をとることができる。クラスは落ち
着いた。

●加配教員が副担任のような関係になり、テストの
採点や分析を効率的に行うことができる。

●学級担任の空き時間が増えることで、ゆとりをも
って生活指導や個別指導に時間を割くことができる。

●不登校傾向のある児童が遅
れてくる場合に、空き時間で学
級担任が対応することができ
る。

●人間関係によるトラブルに
学級担任が対応しなければな
らない時間が減った。

▶事務的な負担軽減は図られ
ているが、学級担任の持ち時間
としての軽減には至っていな
い。

▶時間割の関係上、理科で2時
間とれず1時間ずつのため、専
科教員は準備と片付けに追わ
れている。

▶理科の実験の場合、学級担任であれば柔軟に時間
割を変更できるが、専科教員の場合は調整が難しい。

▶英語の加配教員が兼務で、曜日が限定されるので、
時間割の調整が難しい。

▶学級数が増えて3学級（奇数学級）になったので、
学級担任による交換授業が難しくなった。




